
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「感想戦は敗者のためにある」 

かつて，藤井聡太 棋士は，好きな言葉を問われた際，このように答えました。「感想戦」とは，

将棋や囲碁の対局が終わった後に，勝負の分かれ目となった手や，難しい局面での着手を両対局

者を中心に検討する時間，いわゆる「振り返り」の時間を指します。 

既に勝負がついているわけですから，敗者にとっては対局に負けた悔しさからすぐにでもその

場を離れたいと思うときもあるはずです。しかし，成長する機会と思って向き合う。藤井聡太棋

士の強くなるための飽くなき探究心を垣間見ることができます。 

 

さて，学力の定着・向上を図る上でも，「振り返り」はとても有効な手段だと言われます。これ

は，日々の生活の中にも当てはまります。 

「たくさんの問題にチャレンジしたのにテストで期待どおりの成果を得られなかった」「大事な

行事の準備をうっかり忘れてしまった」「友だちと言い争いになってしまった」「思った以上に学

級レクリエーションが盛り上がらなかった」･･･結果にかかわらず，そこに至るまでの経緯を振り

返り，自分自身と向き合うのです。これは，いつまでもくよくよと過ぎたことを悔やんだり，落ち

込んだりすることではなく，原因や改善策を見出し，次の機会に活かす前向きな振り返りです。 

振り返りがうまくできるようになると，自分自身を客観的に捉え，適切な目標設定や計画的な

課題解決スキルの向上が期待できます。これを「メタ認知能力」とか「自己調整力」と言い，未

来社会を生きる子供たちに求められる力の一つです。 

 

先般，文部科学省より，令和４年度全国学力・学習状況調査の結果が示されました。本校の詳細

につきましては，右記のとおりですが，国語・理科については県・全国を大きく上回り，算数につ

いては県・全国と同等の結果となりました。本校の学力の捉え方については，学習状況やこれま

での結果を経年蓄積させ，比較・検討しながらじっくり考察することの大切を感じています。 

 

学校では，授業や学級経営の中で，子供たちが自分自身と向き合う時間を設定したり，友だち

や先生と話しをすることで，違った視点から自分を見つめ直したりする振り返りの場を意識的に

取り入れていきます。 

是非，御家庭でも子供たちと話しをする際に御参照頂ければと思います。 

子供たちの成長への一歩となることを信じて･･･。 

 

 

 

 

「感想戦 ･･･ 振り返りこそ成長への一歩」  校長 佐藤 義明 

城上小学校だより 
令和４年10月21日（金）発行 
ＴＥＬ 0996-30-0593 

「山と川と人とつながるたくましい子供」 



 

 

 

 

 

 

 

11月の主な行事 

１（火）地域が育む「かごしまの教育」    １７（木）家庭学習充実週間（～２４日） 
県民週間（～４日：保護者のみの参観）１８（金）火災避難訓練 

３（木）文化の日              ２３（水）勤労感謝の日 
４（金）学校運営協議会（訪問）       ２５（金）租税教室（５・６年） 

歯と口の健康週間（～１０日）    ２８（月）校内人権旬間（～12/10） 
７（月）あいさつデイ           

１２（土）命を大切にする心を育む日     
１３（日）学習発表会（午前開催） 
１４（月）振替休日             

               

11月の目標 

【生活】落ち着いて読書や学習をしよう 
【保健】歯を大切にしよう 

６年 
国 語 算 数 理 科 

Ｒ４ Ｒ４ Ｒ４ 

学校の数値 ６９ ６３ ７６ 

全国との差 ＋３ ±０ ＋１２ 

 
【学習状況調査】（抜粋） 
※ １ あてはまる  ２ どちらかといえば当てはまる 
  ３ どちらかといえばあてはまらない ４ 当てはまらない 
○ いじめは，どんな理由があってもいけないことだ
と思いますか。 

  １ 100％ ２ ０％ ３ ０％ ４ ０％ 
○ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 
  １ 100％ ２ ０％ ３ ０％ ４ ０％ 
● 自分には，よいところがあると思う 

  １ 20％ ２ 40％ ３ 20％ ４ 20％ 
● 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含む） 

１ 40％ ２ 40％ ３ 20％ ４ ０％ 

本校での学力の状況ついては，国語と
理科において，全国平均を上回りました。
一方で，下記のような課題が見られまし
た。 
【国語】 
・ 条件に応じて，限られた文字数の中で
自分の考えを記述すること 

【算数】 
・ 概数 
・ 分配法則（※（  ）を活用した立式） 
【理科】 
・ 光の性質 
・ 実験の結果について，根拠を基にして
書くこと 
学習状況調査では，本校の子供たちは，

人権意識や正義感の強さが伺えます。ま
た，相手の気持ちに寄り添いながら，他者
とよりよく関わりたいと願う優しさをも
っています。一方で，自分のよさに気付い
たり，自ら進んで学習に取り組んだりす
ることに難しさを感じている子供もいる
ようです。 
「振り返り」を通して，自他のよさに気

付き，自ら進んで取り組む力を育みたい
と思います。 

 爽やかな秋晴れの下，秋季大運動会を行いました。 
橋口真心さん(紅組団長)，林里奈さん（白組団長）

を中心に，子供たちが主役となって応援団，綱引き，
紅白リレー等の競技をしました。また，伝統の重み
を感じながら，今年で最後の鼓笛隊や「薩摩川内は
んや」も精一杯披露しました。 
コロナ禍が続く中，多くの方々に元気を届けたい

という思いで臨んだ運動会は，練習の成果を十分発
揮することができました。 
保護者の皆様の準備や片付け等の御協力も頂き，

無事終えることができました。 


